Alfred Marshall\u27s Return to Cambridge by 橋本 昭一 & Hashimoto Shoichi
A.マーシャルのケンブリッジへの帰還 : 1861～
1885年のマーシャル
著者 橋本 昭一
雑誌名 關西大學經済論集
巻 33
号 3
ページ 285-315
発行年 1983-09-15
その他のタイトル Alfred Marshall's Return to Cambridge
URL http://hdl.handle.net/10112/14444
285 
論文
A. マーシャルのケンブリッジヘの帰還
-1861-1885年のマーシャルー一
. 
?
本 昭
1. 序
本稿では，マーシャルが大学卒業後，経済学の研究を開始し，フェローの結
婚禁止令に抵触したため，夫人とともにブリストルに移り，身体の調子を崩し
てのち， 1883年にオックスフォードに移ったものの， 1年余ののち，フォーセ
ットの死去に接し， 1884年の暮れにケンプリッジ大学の経済学教授に選任さ
れ， 1885年のレント・タームから講義を開始するようになる約20年間の経歴を
概述する。
この期間のマーシャルに触れたものは，これまでJ・Mケインズの「マーシ
ャル伝」！）しか存在しなかったが， 1975年にJ.Kウィタカーが「マーシャル
初期著作集』2)を公刊， その解説の部分で， ケインズによって別段の注釈なく
扱われている固有名詞等の説明に力点がおかれた，伝記的叙述が加わり，マー
シャル研究者に資することとなった。もちろんマーシャル夫人の死後公刊され
た「思い出の記』3)も忘れてはならない。
1)現在は，『ケインズ全集」の第10巻に収められている。ここに収められている，「メア
リー・ペーリー・マーシャル」や「H・フォックスウェル」も重要な資料となる。
2) J. K. Whitaker, The Economic Writings of Alfred Marshall 1867~1890, 
Londonとくに Vol.I, 1975. 
3) Mary Paley Marshall, What I remember, Cambridge (University Press) 1947. 
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本稿は，それらを主要な典拠としつつも，さらになにがしかを補おうとする
ものである。この作業によって，直ちに従来のマーシャル観を訂正しようとす
る意図はないことをおことわりしておく。しかし筆者なりに，マージャルの全
体像を把えなおそうとする作業の第一歩であり，後に公表しようと考えている
諸論稿の基礎となるものである。
2. セント・ジョーンズ（ケンプリッジ）のフェロー
ケインズによると，マーシャルは， 1851年， 9歳の時から， 19歳までの10年
間，ィートン，ハーロウ，ラグビー等とならぶロンドンの名門 9校のひとつマ
ーチャント・テーラーズ・スクールに通っていた。この学校は，セント・ジョ
ーンズ・カレッジ（オックスフォード）の創設以来，特別の関係をもち，成績優秀者
はカレッジの奨学資金を受ける資格を付与される規定になっていた。マーシャ
ルは1861年に，このスクールの第 3位成績優秀者 ThirdMonitorとなり丸
この資格を得たが，それはイングランド教会福音派の聖職と結びついていたた
め，古典語の学習に嫌悪感を持っていたかれは，叔父の一人から借りた金と，
セント・ジョーンズ（ケンブリッジ）から支給されたパーキン奨学金により，ヶ
ンブリッジ大学へと進学した。かれはケム河畔を歩きながら愛する国の中で地
歩を得た喜びの声をあげた5)。
1865年，数学のトライポス（卒業試験）で同列第 2位 SecondWranglerと
なり，ただちにセント・ジョーンズのフェローに選任された。 23歳の時であっ
た。 M・A記は 1868年に取得している。 25歳以上の条件を満たしたからであ
る。このフェロー職は，カレッジにおける勉学生活指導の義務と結びついてい
なかったし，カレッジ内居住をも必要とするものではなかった。かれは最近プ
4) J. M. Keynes, Essays in Biography, The Collected Writings of John Maynard 
Keynes, Vol. X, London (Macmillan), p. 163. 
5) W. R. Scott, Alfred Marshall, Prceedings of the British Academy, London 
(Oxford University Press), 1924-25, p. 447. 
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・リストルに設立されたばかりのパプリック・スクール，クリフトン・カレッジ
で，臨時の数学教師の仕事を数ヶ月勤めた6)。 その後2・3年間，学部学生の
数学指導をした。当時のセント・ジョーンズの住人は， 1861年で 142人， 1871
年で50人であった。ただ当時のケンプリッジの数学の教課水準が，どの程度の
ものであったかについては疑問が残る。ウイタカーは，真の数学的才能をひき
だすものではなかったような推論をおこなっている匹 ケインズはマーシャル
の算術的能力は後年失なわれたとのみ述べている 8)。ただ，かれの数学への関心
は，新しい出会いに遅びいたという点で，かれの人生にとって無視できない意
義をもっている。かれはクリフトンで，数学の助任教師H・G・デッキンズと
知りあい，かれを通してJ. R・モーズリーと知りあった（マーシャルはかれを通
じてH•L• マンスルの「バンプトン講義」を手にしている）が，この交友によって，
ケンプリッジの若手フェローたちから絶大な信頼を受けていたヘンリー・シジ
ヴィックと知りあうことになる。シジヴィックについて，ハロッドはその「ケ
インズ伝」の中で，「かれはケインズ家にとっての英雄で」9)あったと記してい
るが，マーシャルもまた後年， シジヴィック追悼会の会場で， 「私は名目上は
かれの弟子ではなかったけれど，道徳学においては実質的にかれの弟子であっ
た。そして私は居住している弟子のなかでは最年長である。私はかれによって
形づくられた。かれは言わば，私の精神的父であり母であった。というのも悩み
があれば，助けを求めてかれのところへ出かけ，困ったことがあればなぐさめ
を求めに行った。そして決してむなし＜かれのもとから戻ることはなかった。
私がかれとともにすごした数分は，普通の数分ではなかった。」10)と述ぺてい
る。
6) J. K. Whitaker, op. cit., p. 4. 
7) Ibid., p. 5. 
8) Keynes, op. cit., p. 166. かれの数学的能力がジェボンズより劣っていたとはいえな
いことは確かである。
9) R. F. Harrod, The Life of John Maynard Keynes, New York 1969 (1951), p. 2. 
10) Cambridge University Reporter, Dec. 7, 1900, p. 320. (以下 Reporterと省略する）
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若きジョーニアン（セント・ジョーンズ・カレッジ所属の学生・フェロー）たちに
とって，シジヴィックが隣りのトリニティ・カレッジにいることは限りなき羨
望の的であった。マーシャルは述べている。「私は新入生の時に， ウィーエル
教授11)と学長を除けば，わがカレッジ以外のものに「脱帽」する必要はないと
教わった。しかし 1・2年後， トリニティに一人の若者がいて，その影響力は
ウィーエルに似ていることを知った。ウィーエルがカレッジ長だとすれば，シ
キャブテン
ジヴィックは全校の代表学生となった。われわれはかれを，年長者たちの妨害
に対抗するさいのリーダーとみなした。われわれより歳が10歳か15歳上だと，
かれらは年寄りであるとみなした」と。そして「最後にいたるまで，あらゆる
新しい問題について私がまず願ったのは，シジヴィックがどのように投票する
か， そしてなぜそうするのかを知ることであった。かれに従っているときに
は，自信をもって気分よく投票したが，反対側につくときには懐疑的であり気
分がすぐれなかった」12)といっている。
しかしマーシャルは，それを発言するわずか4年前，すなわちシジヴィック
が死去する 4年前にかれに真向うから反対する建議書を書き，それによってケ
ンブリッジの女子学生に，男子学生と同格の学位を認定することを，第二次大
戦後にまで引き延ばすことになる投票に決定的影響力を行使するのである。．か
れのシジヴィックに対する賛美は，ある程度割引いて考える必要があるかも知
れない。この件についてケインズは「マーシャルの態度は，彼自身の属する小
さなサークルにとって悲しむべき打撃であった」13)と述べている。
1874年隣りの町イリーやニューマーケットで農業労働者の暴動（ロック・アウ
11) William Whewell, 1794-1866. 1841年から死に至るまでトリニティ・カレッジの
長。本稿においては，カレッジの長 (master,mistress, principal, provost)はす
べて「カレッジ長」と訳すことにする。ブリストルのユニバーシティ・カレッジの長
(principal)を「学寮長」とは訳しにくいし， 初期ニューナムのプリンシイバルも
またそうであるから。
12) Reporter, Dec. 7, 1900, p. 321. 
13) Keynes, op. cit., p. 220. 
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ト）が生じたが， この時マーシャルはセント・ジョーンズのフェローとして農
民を支持する発言をおこなったが．これが大学の枠を越えて．かれの名が外部
に知られる最初の機会となった。
シジヴィックを通じて「グロート・クラプ」のメンバーとして活躍するう
ち，かれの関心は自然科学から哲学倫理学へ，そして貧困の現実を目にするこ
とにより経済学に変ってゆく 14)0 
1868年，かれは，新しく創設されたカレッジ・レクチュアラーに就き，経済
学を講ずるようになる。これはセント・ジョーンズ・カレッジに所属する学生
で，モーラ）レ・サイエンスのトライポスをめざす者を指導する役割を担ってい
た。しかしかれのクラスには， J. N・ケインズ（かれはペムプローク・カレッジ
に所属していた）その他の近隣カレッジの学生も聴講しにやってきた15)0 
3. マーシャルと初期ニューナム
この時期は，女性にも高等教育への門戸を開放しようとする運動が，ケンプ
リッジにその影響力をもちはじめた頃であった。
それまでのイギリスでは，女性の知性開発に対し，社会は消極的であった。
女性がともかくもまともな学校教育を受けられるようになったのは， 1850年頃
からである16)0 
14)この間の事情を示すかれ自身の手記としては， Historyof Economic Thought Ne-
wslteter (Spring 1972) pp. 14~17. を参照。より詳しくは，馬場啓之助「マーシャ
ル」 1961, 15~42ペー ジ， 早坂忠「マーシャル経済学形成過程についての若干の覚
書」『社会科学紀要」 (1970,71), 129ペー ジ以下， 特に146~157ページを参照。早坂
は，この中で，マーシャルの「グロート・クラプ」加入後，宗教的態度についてもっ
とも影響力のあったのはW•K· クリフォード (1845~79)であったろうと推論して
いる。
15) Cf. Whitaker, The Early Economic Writings; ., pp. gf. 
16)ヴィクトリア女王の即位 (1837年）と鉄道の普及を好機として，イギリスで最初に設
立された女子向けの中等教育機関は クイー ‘／ス・カレッジ（ロンドン）であり， 1848
年に正式に開校した。つづいてノース・ロンドン・カレッジ・スクール(1850年），チ
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女性と大学教育とを結びつける最初の動きは， A・ハーヴェイ主教執筆の一
パンフレットに端を発する。それは熟練工の技術訓練のために，大学から講師
が派遣されることを訴えたものである。これが大学の枠外講義運動＂）―-大学
教育を一般市民の共有財産にしようとする運動—のはしりとなる 18)。これは
一般市民—パブリック・スクール非卒業者—に大学入学資格を認定する検
定試験 LocalExaminationの制度化につながってゆくアクランド SirTho-
mas Aclandの運動につながってゆく。
1867年，ユニバーシティ・エクステンションの父と呼ばれるジェームス・ス
チュワ:.._トは，「北部イングランド女性向高等教育促進協議会」 Northof En-
gland Council for Promoting the Higher Education of Womenからの
招きに応じるかたちで，この制度を体系化した。当時この協議会の会長は J. 
バトラー夫人であり，書記長役はクラフ (A.J. Clough)19J2oiであった。最初の．
ェルトナム・レイディズ・カレッジ (1853年）などが株式基金学校と Lて開設され
た。それらは12歳以上の女性を受け入れた。
17) University Extension Movement大学に入学する資力のない者を対象とした，
夜間公開講義の普及活動であるが， やがて 19Cの第4四半期における新大学創設に
つながってゆく。たとえば FirthCollege (シェフィー ルド， 1879年）， University
College of Nottingham (1881)などは，その直接的成果である。
18)以下の記述は主として， AliceThompson, The University Extension Movement, 
in R. St. John Rarry(ed.), Cambridge Essays on Adult Education, Cambridge 
(University Press), 1920, pp. 15f. によっている。
19)クラフおよびスチュワートの伝記的事実は， RitaMcWilliams-Tullberg, Women 
at Cambridge A Men's University-Though of a Mixed Type, London (Victor 
Gollancz), 1975, pp. 50ff. によっている。
20) Anne Jemima Clough (1820~1882)詩人 ArthurHugh Clough~1819~1861) 
の妹。兄を通じて女性の地位の向上を目指す運動に手を染める。 16オの時アメリカか
ら婦国， リヴァプールの学校で教鞭をとり， 1849年ミドルセックスの学校で，教育学
を学び，同時に多くの活動家と知りあう o， 父の死後，みずから学校を創設。当時この
ような未亡人や未婚女性数人によって作られ， 5, 6年後に姿を消す学校は各地にあ
った。かの女もまた1862年病気のためこの学校を去り， ロンドンに出た。ここで女性
向け高等教育機関の設置を目指す。 1866年， リヴァプールに戻り，バトラー夫人と協
力するようになる。
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講義はスチュワート教授により，ィングランド北部の4都市で行なわれた21)。
講義，クラス編成，答案作成，時間割等の，この制度の本質的枠組みはかれに
よって作り出された。
シンジケート
1872年にケンプリッジ大学は，この制度を受容するため，特別委員会を任命
した。 4年のちにロンドン大学が，その翌年にはオックスフォードが同じ手続
きをとりはじめた。
このような運動の中で，若い未婚女性の自立のための教育が，この時代に特
に強く要求されたのは，若い男性の植民地への移住や軍役あるいは貧困によ
り22)'1861年で20歳以上の女性（当時女性が20歳をすぎて独身ならば，生涯独身を通
すものと思われた）23)の30形近くが非自発的未婚状態にあり，他方教養ある中産
階級出身の女性 gentlewoman の就きうる職としてはガヴァネスと呼ばれる
住込み家庭教師の仕事しかなかったからである24)。生れはレディでありなが
ら，召使いとしての仕事，それも供給過剰で当時の待遇は非常に悪かった，に
しか就けないという事情が，いわゆるフェミニスト運動につながってゆくので
ある。
この時ケンプリッジに二人の女性が登場する。 1人はクィーンズ・カレッジ
（ロンドン）を創立したキリスト教社会主義者F・D・モーリスの同僚であった
21)講義の内容は天文学を中心とした科学史であった。スチュワートはのちにケンプリッ
ジの機械技術および応用機械学の教授にな＇った。しかし当時はまだ学位をとったばか
りであり，またすでにクラフと面識のあったシジウィックが推薦した人物ではなかっ
＇たので，クラフはかれの受け入れに最初は消極的であった。それにもかかわらず，か
れの最初の講義をきいた女性は 550人以上であった。
ジエントルマン
22)中産階級の当時 (1840~70年）の平均結婚年令は約30歳であった。その理由のひとつ
は相対的貧困（ジェントルマンの生活様式を維持するのに費用がかかった）であり，
いまひとつは，それに関連するが，ネオ・マルサス主義の影響であった。これについ
ては村岡健次『ヴィクトリア時代の政治と社会」 1980,177~179ページ参照。
23)そのような証言のひとつは MaryPaley Marshall, What I remembeたCambridge
(University Press), 1947, p. 10にある。
24)これについては西村貞枝「イギリス・フェミニズムの背景ー一サヴィクトリア期ガヴァ
ネスの問題―-J「思想』（岩波書店） No. 601 (1974年7月） 61ページ以下参照。
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ルウェリン・デーヴィスの妹，エミリィ・デーヴィスであり，もう 1人は， リ
ヴァプールで女性向高等教育の促進運動に従事していた前述のミス・クラフで
ある。デーヴィスは，男性に独占されている専門職を女性に開放するために
は，女性が男性と同じ能力をもっていることを示さなければならないという信
念のもとに後半生を捧げる。かの女がケンプリッジで最初の女子カレッジ，ガ
ートン (1869年設立）の創立者である。
しかしここではもう 1人の女性クラフに注目しなければならない。
女性教育の促進に関心をもつ者の多くは， 1857年に設立された社会科学振興
国民協会 NationalAssociation for the Promotion of Social Science 
(N. A. P. S. S)の会合で知り合うことになる。というのもこの協会は，大英学術
協会をモデルとしながらも当初から女性に門戸を開いていたからである。
かれらはまず1858年にはじまった検定試験 LocalExamination を，女性
も受験できるものにするための改革を志向する。デーヴィスの努力により，
1863年に検定試験（全国各地の委員会によって管掌されていたが，問題作成にはオック
スフォードとケンプリッジが責任を負っていた）が，私的に女性に開放された。ケン
プリッジの担当官ライヴィング教授が女性教育に関心をもっていたからであ
る。 83名のものが，最初の試験を受けた。かの女たちは，クィーンズ・カレッ
ジ，ベッドフォード，ノース・ロンドン・カレッジ・スクール等からやってき
た。
1865年10月，検定試験の女性への公的開放に関する請願書が出され，前述の
ライビングによっても，当時ケンプリッジの経済学教授であったフォーセット
等有力な大学人によっても支持された。翌66年2月， 3年の試行期間つきで，
この制度改革は承認された。
1850年10月24日生れのメアリー・ペー．リー，後のマーシャル夫人は， 68年の
秋に18歳になることにより，女性として検定試験を「公的」に受験する機会を
得た。彼女は1870年および71年にこれを受験した。受験地はロンドン，試験監
督はライヴィングであり，その会場にはミス・クラフも居合わせた。彼女は神
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学とドイツ語で優秀な成績をとり，夏旅行中に，ミス・クラフと生活を一緒に
するという条件で， ケンプリッジヘ行く奨学金授与の報に接した。 1871年10
月，彼女は父親に辿れられてケンプリッジヘ出かける25)0 
1869年に第 1回の試験が行なわれた時，ケンブリッジの何人かの教授，なか
んずくシジヴィックは， ケンプリッジでも女性を教育する必要があると感じ
た26)。1869年の12月フォーセット夫人（フォーセット教授は1867年にミリセント・ガ
ーレットと結婚していた）の応接間で会合がもたれ， ケンプリッジの町で女性向
けの講義を行なうことについて，町の淑女たちの共感を得るための努力が払わ
れることになった。フォーセット夫人自身，熱心な婦人選挙権擁護者で， 1867
年の選挙法改正論議の折りには国会に出かけているし，「ケンプリッジにおけ
る女性向け講義」と題する彼女の最初の論文で得た 7ボンドを，これまた主義
を同じくした国会議員J・S・ミルの再選のための選挙運動に献金するほどで
あった27)。（フォーセット自身， ケンブリッジの教授であると同時に， 国会鏃員であっ
た）。
かれらは委員会を作ったが，この時マーシャルもその一員であった。 1870年
のレント・タームに計画は実行に移され，マーシャルは経済学を講じることに
なった。ただちに 7,80人の聴衆が集まったが，それと同時にケンブリッジに
25)メアリー・ペーリーは前に紹介したような新設学校に通ったのではな<' 9歳の時か
ガヴTネス
らドイツ人の住込み家庭教師について，歴史，地理，フランス語， ドイツ語を習って
いる。ペーリーの生れた歳に完結したディケンズの自伝的小説「デーヴィド・コパー
フィールド」は，成人するまで読むことが禁じられていた。彼の父が福音派の中でも
ひときわ厳しい信条を持つ，アングリカン・チャーチの牧師であったからである。彼
女は18歳の時婚約した。しかし 3年後にこれを解消し，ケンプリッジヘ出てゆく。
Mary Paley Marshall, op. cit., pp. 6f. 
26)以下の記述は主に MaryAgnes Hamilton, Newnham An informal biography, 
London (Faber & Faber) 1936, pp. 88ff. による。
27) J・S・ミルは1869年に「女性の解放」を公刊し，当時女性の参政権に積極的にとり
くんでいた。かれの死 (1873)後は，フォーセット夫人やシジウィック夫人がこの運
動を継承してゆく。
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居住していない者の処遇が問題となった。 フォーセット夫人はこの件につい
て， J・S・ミルに相談した。ミルはかれ自身と義娘ヘレン・テーラーの財産
から，年間40ポンドを4年間にわたって支払う奨学金を提供し，ケンプリッジ
ヘ外部からやってくる女性のための生活資金とした。
シジウィックは，これらを根拠にデーヴィスとの協働を当初考えるが，彼女
はケンプリッジの市内に女性を住まわせることに反対であり，また同時に女子
学生に男子と同じ学位を取得させることを強く望んでいたこともあり(60年代の
終りには， 二人の目指すものに大きな食い違いがあることがはっきりしていた），シジ
ウィックは他の女性を捜すことになり，クラフの名が登場する。 1871年の夏ク
ラフはケンプリッジヘ来ることを了承した。クラフは女性に講義をさずけるだ
けで満足せず，より高い水準の能力検定28)を考えていたから，両者の意見が一
致したのである。そこでシジウィックは家捜しを，休暇返上でおこない，パー
カーズ・ビースと呼ばれる広い緑地に面したリージェント・ストリート74番地
を自費で買いとる。
そして1871年10月，メアリー・ペーリーをふくめて 5人の女性がこの家にや
ってきた。 J・S・ミルの奨学金はペーリーではなく，エディス・クリークと
いう女性に与えられた。
ペーリーはその後， クラフの居間でシジウィックやマーシャルに会ってい
る。ペーリーのマーシャルに対する第 1印象は，デリケートな容貌と輝やく目
であった。
最初の 5人のうち 3人はいづれも美人であり，また同時に独立心のつよい女
性であったため，シジウィックの心労は大きかった。なぜなら町の好奇な目を
28) Higher Local Examinationとして制度化される。デービスは自分のもとに来る女
性には，あくまでもケンプリッジ大学の 3つの試験の受験を強制した。その厳しさか
ら逃げるため，ガートン（当時はヒッチン）からニューナムに移籍した一人の女性が，
後年メアリー・ペーリーとともに女性としてはじめて「私的に」， モーラル・サイエ
ンスのトライボスを受けることになる。
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警戒せねばならなかったからである29)。女子学生の服装について， 「淑女」た
ちから注意を受けたりすると，シジウィックはそれについてクラフ（すでにプリ
ンシイパルと呼ばれていたようであり，この名称はそのままのちのニューナム・カレッジ
の長の名称となる）に相談，彼女がすぐさま回覧板（学内報）で規則を制定してゆ
くというかたちで，女子カレッジの内実がそなわってゆく。
一方デーヴィスは1869年に，ロンドンとケンプリッジの中間にある町にカレ
ッジを作っていた。二つの大学のいずれがこの新しいカレッジを受け入れてく
れるか分からなかったからである30)。（オックスフォードはこの時点でははっきり拓
否反応を示していた）。
この間若い女性の教育機会の拡大のために活躍した人物の多くが，非常に若
ぃ，多くは独身男性であったことは特筆に価いするであろう。 J・スチュワー
トの若さについては，先に触れたが，シジウィックにしても当時まだ独身で，
最初の 5人の女性を迎えたときは33オであり；マーシャルはまだ30歳になって
いなかった。そして若い講師と卒業した女子学生との結婚があいつぐことにな
る。たとえばチャールズ・ダーウィンの息子たちがそうである31)。
29)メアリー・ペーリーと大の仲良しであったメアリー・ケネディによると 「コー パス
〔クリスティ・カレッジ〕に居た兄は私の冒険を迷惑に感じて，私に決して話しかけ
ようとしなかった」
Ann Phillips (ed.), A Newnham Anthology, Cambridge, !979, p. 2. 
30)現在ケンプリッジ大学を構成する正規のカレッジとして認められている女子カレッジ
ガートンの創立年は， それゆえ 1869年とされ， 一方ニューナムは 1871年となってい
る。しかしガートンは現在男子学生を受け入れている。・男子との完全平等を目指した
デーヴィスの理念に従えば男子カレッジが女子を受け入れはじめた以上，当然の帰結
である。
31) Cf. Gwen Raverat, Period Piece A Cambridge Childhood, London (Faber and 
Faber), 1981 (1952). ダーウィンの長男も三男もケンプリッジ大学の教授の娘でか
つニューナムの卒業生と結婚している。著者はケンプリッジの教授ジョージ・ダーウ
ィン（ダーウィンの次男）の娘であり，著者の妹は J・M・ケインズの弟と結婚して
いる。ケインズの父J.N・ケインズの夫人もニューナムの卒業生であった。メイナ
ードは，ハロッドによると， 「自分はケンプリッジのフェローとニューナムのメンバ
ーとの結婚によって生れた最初の息子である」と言っていた。ハロッド「ケインズ
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ところで「男ばかり」の町ケンプリッジヘ，独身女性を一人で送り出すこと
は， 1870年代であっても一般的なこととはみなされていなかった。
しかしこの時期マーシャルは，シジウィックに極めて協力的であり，その姿
勢はプリストルに移ってもつづく。ブリストルでは，かれの妻メアリー・ペー
リーは，男女の「学生」がいる夜コースで，経済学を講じているが，マーシャ
ルが，これに反対したという痕跡は残っていないばかりか，最初の著書「産業
経済学」が共著の形でだされるのはマーシャルの主張によってそうなったと，
夫人が述べている32)。あるいは女性作家ジョージ・エリオットの作品「フロス
河畔の水車小屋」などについて，熱狂的に女子学生に話しかけたりしていたの
である。 1880年代になると， まだブリストルにとどまりつつも， マーシャル
は，女性の大学内における位置を向上させる運動について，はやくも批判的な
態度をとりはじめ，シジウィックやかれの夫人あるいはデーヴィス，フォーセ
ット夫人等が反批判の筆をとるようになる33)0 
ニューナムはたちまち手狭まになり，翌年にはマートン・ホールと呼ばれ
る，セント・ジョーンズ・カレッジの近くの建物に移ったが，ここも14, 5人
の許容能力しかなく，さらに翌年には，今日ニューナム・カレッジが建ってい
る地に移った。ニューナムという名称は，その地に接していた村の名からとら
れた（カレッジ前の道路が整備されるのは1891年で，以来そこはシジウィック・アベニュ
とー呼ばれている）。 1874年には 5名の同期生の中では， メアリー・ペーリーと
もう一人の者が，私的にトライボス（数学や古典語をふくまず，他方経済学が試験科
目である， 1851年に創設された道徳学卒業試験）を受け34), メアリーとガートンから
伝」（塩野谷訳） 7ベー ジ。
32) Mary Paley Marshall,op. cit., p. 22. 
33)この問題については， 1897年の女子学位認定に関する論争を中心にした別稿を用意し
ているが，ここではさしあたり， RitaMcWilliam-Tullberg, op. cit., pp. 88~9参
照。
34)それをすすめたのはメアリー・ケネディの思い出によると，マーシャルであった。
Ann Phillips, op. cit., p. 3. 
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移籍したもう一人の女性とが，一位，二位を分けあった。この学位は公的には
認定されなかった。なぜならニューナムは，大学を構成するカレッジではなか
ったからである。翌年メアリーはニューナムの講師に任命され，その翌年マー
シャルと婚約するのである。メアリー， 26歳，マーシャル， 34歳の時である。
その頃まで，女性向けの講義は， ケンブリッジの教授や若いフェローによ
り，特別の場所でおこなわれた。そのためシジウィックなどは極めて多忙であ
った。かれはカレッジ講義，インター・カレッジ講義（本来講義は各カレッジの中
で，カレッジ所属のフェローがおこなっていたが， 19世紀後半に数カレッジ共同の講義が
制度化された），そして公開講座や通信教育（これも新しい制度である）以外にニュ
ーナムの学生のための講義と個人指禅を行なっていたからである。
マーシャルの経済学講義は， 「理論的知識だけでなく， その知識を当時の産
業・経済問題へ，生き生きと適用することをふくんでいた。かれの下では，こ
の科目は極めて「X間涵」なものとなった」35)。ケンプリッジにやってきた有
名な労働組合の指苺者たちと，マーシャルは頻繁に接触しており，ニューナム
の学生も，その人たちを交えた夕食会に招かれたりすることは，決して珍しい
ことではなかった。マーシャルは結婚する以前にも， ニューナムの第一期生
を，セント・ジョーンズの中の自室に招いたりしている。メアリー・ペーリー
の思い出では，「かれは黒板のかたわらに立ち， やや神経質に，指の間にはさ
んだ鵞ペンを曲げながら，非常にまじめに，目を輝やかせて」36)教えた。
ニューナムの学生は1877年頃から男子向けの講義に同席できるようになる。
歴史の講義を担当していた， キングズ・カレッジのオスカー・プラウニング
が，同じ講義を，キングズ・カレッジの学生向けとは別にもう一度やる時間の
無駄を理由に， カレッジの長に女性の同席の許可を求めて許されたからであ
35) Edith E. Read Mumford, Through Rose-Coloured Spectacles, Leicester (Edgra 
Backus), 1951, p. 51. なお，マーシャルは1875年，かれに学資を援助してくれた叔‘
父の遺産を利用して， 3ヶ月間のアメリカ旅行をしているが，その間母あてに，アメ
リカ女性の自由・独立心を賛美する手紙を苦いている。
36)・Mary Paley Marshall, op. cit., p. 13. 
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る。翌年には，クラフの同伴を条件に，クライスト・カレッジの自然科学の講
義への出席も許された。
4. ブリストルの教授
マーシャル夫妻がプリストルに滞在したのは1877年から83年までの，あしか
け6年にすぎないが，かれらはここで「産業経済学』を公刊することにより，
またその講義によりかれらの名は一躍有名になった。マーシャルにとってプリ
ストルは初めての地ではない。すでに述べたようにケンプリッジを出たあとす
ぐ，数ヶ月ではあったが，当地の学校で数学教師として教えている。
プリストル大学は， 19世紀後半の高等教育機関拡張運動の所産として，マン
チェスターを範としながら1876年，すなわちマーシャル夫妻が赴任する 1年前
に創設された「市民大学」の 1つであり，オックスプリッジと違って，工業技
術，経済，医学といった実務教育に重点を置いたカリキュラムを特徴とした37)。
1877年までには，マーシャルは一冊の著書ももたなかったが，ケンプリッジ
を代表する経済学者としての地位を確立していた。しかしケンプリッジの外で
は，まだ充分に知られた存在ではなかった。というよりこの時期，イギリスに
おいては経済学に関する関心は極度に弱まっていた。多くの知識人は，経済学
はその果たすべき役割を終え，無用となりつつあると感じていた38¥
さてかれらがプリストルで新婚生活をおくるようになる契機であるが，その
最大の理由は，フェローの結婚禁止であった。もともとはカレッジの長以外の
37) 1876年10月，カレッジがスタートしたときの陣容は教授2人，講師4人であったが，
その講師の 1人p.ハレットが経済学を講じていた。マーシャルの任命によって，か
れは契約の更新をうけることができなかった。
38)この風潮は19世紀の第3四半期においてもっとも顕著だったが，それはなにも J・S
・ミルの「経済学原理」での発言を主要な拠り所としているわけではなく 1830年代か
らすでに現われていた。
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学内居住フェローは独身生活を要求されていたが，この厳格な禁令は1871年に
ゆるめられ，教授は結婚してもいいことになった。それ以前でも，たとえばフ
ォーセットは教授昇任後， 1866年に婚約， 1867年に結婚している。 1871年後に
ついていえば，シジウィックはニューナム卒業生E・M・バルフォア38)と1876
年に結婚しているが，かれが教授になるのは1883年である40)。ケインズは，ヶ
ンプリッジにおいてフェローの結婚禁止令が「最終的」になくなった直後の
1885年に，かれらがケンプリッジに復帰したと述べている41)が，これは1882年
に制定された「オックスフォード・ケンプリッジ法令」を指しているのであろ
う。この法令によりフェローの妻帯が公式に認められた。
1876年の 4月，シジウィックが結婚したあと， 5月にマーシャルは，ニュー
ナムの居住講師42)メアリー・ペーリーと婚約する。クラフは驚いたふりをして
いたが，「実のところかの女は喜こんで」43)くれたとペーリーは回想している。
その年の夏休暇が終ったあと， ペーリーは， スチュワート教授から依頼され
た，公開講義用の経済学の教科書『産業経済学」の概要を書きはじめている。
しかし同時に結婚後の生活の算段をはじめなければならなかった。ペーリー
は年収 150ポンドを得ていたが，マーシャルがフェローシップを失なうことに
なるので，それだけでは不十分であった。マーシャルの当時の計算では，独身
のフェローでも，年間の生活必要経費は 300ポンドであった44)。そこでかれは
39)かの女はクラフの死後，第2代目のニューナム・カレッジの長となる。かの女は，首
相 (1902~5)となった政治家の妹である。そしてかの女のもと， 副カレッジ長とな
ったヘレン・グラッドストーンもまた有名な政治家の娘である。
40)もっともシジウィックは英国国教会の39ケ条に署名するのを拒み， 1869年にフェロー
職を返上，禁令に抵触しなかったので結婚できた。
41) Keynes, Alfred Marshall, op. cit., p. 213. 
42)居住とは，この場合カレッジ内に住み込んでいることを意味するが，よリ一般的に大
学の「在住メンバー」などという場合は，ケンプリッジ大学の中心から一定の距雑内
に居住しているM.A.取得者をいう。 M.A.記は卒業後1年以上たち，かつ25歳以上
であれば，簡単に取得できた。
43) Mary Paley Marshall, op. cit., p. 2. 
44) Alon Kadish, Marshall on Necessaries and Travel; A note on a letter by 
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新しい収入先を求める必要があり，ェスクァイア・ベデルシップの候補になろ
うと考えたり 45), あるいは全寮制学校の先生になろうと考えていた46)が，ちょ
うどその頃ブリストルのユニバーシティ・カレッジの長を公募する広告が目に
ついた。それは年収700ボンドの口であった。
プリストルのユニバーシティ・カレッジは，オックスフォードのベリオール
・カレッジとニュー・カレッジが主に出資し，理事会を構成していた。 1877
年，マーシャルはベリォールに出向き，カレッジ長であったジョウェット 47)と
初めて会っている。かれらの交友関係は死にいたるまでつづく。理事会に出席
するためにブリストルに来るジョウェットは，かならずマーシャルの家に宿泊
したが，その関係はマーシャルがケンプリッジに戻ったあともつづく 48)。カレ
ッジ長の応募者は40人であったが，マーシャルは最終選考に残った。選考委員
の中にはジェームス・スチュワートがいた。
さてマーシャルは1877年 7月，村の教会でつつましい結婚式をあげ，プリス
トルに移り住む。メアリー・ペーリーも婦人向けの講義を受けもつ。マーシャ
ルがブリストル行きを最終的に決意したときのひとつの理由は，そこが女性に
門戸をひらいた最初のカレッジであったからである49)。ニューナムにおける講
義を通じて，マーシャルは女性が高等教育に接近することの意義を高く評価し
Marshall to the Pall Mail Gazette, History of Economic Thought Newsletter, 
26 (Spring 1981), p. 16. & The Oxford Magazine, 28 Nov. 1883, p. 407. 当時
の中産階級の年所得は200~1,000ポンドであった。
45) Keynes, op. cit., p. 177. 
46) M. P. Marshall, op. cit., p. 2. 
47)マー シャルは， 1893年，ジョウェットについて，短かい追悼文を書いている。それに
よると，かれの主専攻はプラトンであった（かれはギリシャ語教授に1855年に就任，
マスター
70年以降はベイリオール・カレッジの長であった）が， リカードウを通じて経済学に
も関心があり，マスターになる以前は，経済学のチューターも勤めていた。
Ecom01nic Journal, Vol. 3 (1896), pp. 745~6. 
48) J. K. Whitaker, op. cit., p. 4. セント・ジョーンズのカレッジ長，ベイトソンは，
マーシャルの誠実さをほめる推薦文を書き送っている。 Cf.Keynes, op. cit., p. 195. 
49) W. R. Scott, op. cit., p. 449. 
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ていたのである。しかしここでマーシャルの結婚観を紹介しておくのは無意味
ではないだろう。夫人の記憶によれば，マーシャルはニューナム50)の女性向け
の講義の中で，結婚について触れ，「結婚生活の目的は， しばしば，夫と妻が
お互いのために生きることだと言われている。もしこれが，二人はお互いの満
足のために生きるべきだということを意味するのなら，私にはまったく不道徳
的なものに思える。夫と妻は，お互いのためではなく，二人してある目的のた
めに生きるべきである」51)と述べている。 ここには女性を男性に隷属させよう
とする観念は，いまだ具体的に明示されていないが，それを暗示するものがあ
る。有名な歴史家で，当時トリニティの長であったトレヴェリアンは，メアリ
ー・ペーリー・マーシャルの『思い出の記』の序説の中で（もともとこれはケイ
ンズが執筆を依頼されるはずであったが，急死のため， トレヴェリアンが執筆した），マ
ーシャルが次第に，「女性の知性によって作り出されたもので有益なものはな
にもなかった，という信念に行きついた」52)ことを， ウェッブ夫妻の協力関係
と比較しながら悲しんでいる53)0 
プリストルでのマーシャルの仕事は，寄附集めなどの行政実務で忙しいカレ
ッジ長と，経済学教授としての教育であった。講義の内容については，ウィタ
カーが調査しているし54), ヘンリー・ジョージに関する連続講義録も公表され
50)当時はまだニューナム・カレッジとは呼ばれていなかった。ニューナム・カレッジが
正式にケンブリッジ大学に「結び」ついていることを確認されたのは1880年である。
51) Mary Paley Marshall, op. cit., p. 19. 
52) Ibid., p. X. 
53)ベアトリス・ボッター（のちのウェッブ夫人）もまた，このようなマーシャルの態度
に嫌悪感をもつことになるが，これは別稿で論じる予定である。マーシャル夫人は後
年，自宅に著名な経済学者その他が頻繁に招かれるが，決して夫たちの会話の中には
加わらなかった。
54) J. K. Whitaker, Alfred Marshall: The Years 1877 to 1885, History of Political 
Economy, Vol. 4, No. 1 (Spring 1972), pp. 3f. 
ウイタカーの謙事録調査によると，マーシャルの所得は， カレッジ長として， 250ボ
ンドと全授業料の 6分の 1,教授として 150ボンドとクラス受講生の支払う授業料の
半分であり， 700ボンドが最低保障額， 1,000ボンドを越える場合は，改めて交渉する
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ている55)。かれは受講生が主として女性からなる昼間の講義を 1年間担当し，
以後はプリストルを去る最後の年を除き，夜間コースを担当した。その間マー
シャル夫人が昼間のコースを担当することになる。
マーシャルは着任すると，すぐ1877-:8年学期に向けて，準備をはじめる。
この大学の新機軸のひとつは，新しい学年暦を公開講演ではじめることであ
ったが， 1877年度のその任務は，新カレッジ長に回ってきた。かれは10月9
日，「経済学研究の目的と方法」 と題して話した。その概要はプリストルの 2
つの新聞に公表された56)0 
マーシャルはここで，はやくも politicaleconomyという用語を economic
scienceと言い換え，経済学は，人間行為のうち，物的富の獲得に向けられた
部分，および人間の福祉の条件のうち，直接物的富の所有に依存する部分をと
りあつかうと定義する57)。次にかれは科学的研究方法の一般的説明を試み，っ
づいて社会科学が，なにゆえに自然科学に遅れをとったかを問う。それは人間
行動を支配する動因が，物体を動かす力と同じようには明確な法則に還元でき
ないからであるとし，社会現象の実験不可能なこと，新しい技術・機械が人間の
性格を決定する諸力の性質を変えてゆくことが説明される。この困難を克服す
るために精力的な努力が傾けられてきたが，物理学で成功した方法を，経済問
題にも適応するという企てが，多くの人によってなされた。このような企てが
なされる，ひとつの主要な理由は，富にたいする欲求は他のなにものにもまさ
って，絶えず作用しているからであり，今ひとつの理由はこの科目の重要性に
ある。ただ富のためだけの富の研究なら，それは些細なことである。・しかし肉
体が充分に栄養補給を受けなければ，精神が弱まってゆくし，人間の活力が，
ことになっていた。以下の記述は，主にこの論文に負っている。
55) George J. Stigler, Alfred Marshall's Lectures on Progress and Poverty, The 
Journal of Law and Economics, Vol. 12, 1969, pp. 181~225. 
56)講演要旨は Whitaker,op. cit., pp. 49~51に再録されている。
57) 1890年初版がでた「経済学原理」の冒頭の 1句を連想するのは容易である。この文章
はそのまま「産業経済学」の第1編第1章§4に再登場する。
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ただ必需品の獲得だけにあくせくするようになれば，人間は生存資料の奴隷に
なってしまう。あいつぐ発明は， 1人の人間の労働の成果が，かつての20人分
にも相当することを可能にした。しかしなお多くの人が仕事に追われ，また他
方不健康な生活を余儀なくさせられている。もし誰かが，労働者階級の子供た
ちが適切な教育をうけられることを，頼んだとすれば，我々はその余裕がない
ので，かれらに機械を作らせることで満足せねばならないと，言われる。これ
は本当にそうなのであろうか，これが問われるべき素材である。あるいはまた
回りを見回すと，あらゆるところに社会的対立がある。労働者は生産量を減ら
せば，よりよい賃金を得られるのではないかと考えている。しかしまた多くの
人は，他人を傷つけるような行動は，自分たちをも傷つけると無意識に考えて
いる。しかしそれは変更不可能なものではないし，労働組合員はそれを知って
いる。
経済学は，こういった問題にたいし，なんの援助もできないのであろうか。
答えは，できるである，もし乱用さえされなければ。しかし往々にして乱用さ
れる。自分自身の物的利害が，一般の福利と合致しないことはしばしば生じ
る。経済学のできることは，ひとびとが他人におこなっている悪を指摘するこ
とだけで，あとは，かれらがあなたたちにして欲しいと思うことを，あなたた
ちもかれらにしてやりなさい，ということしかできない。
つづいてかれは，経済状態が人間の性格にどのような影響を与えるかを研究
することの重要性を暗示して，講演を終ったようである。
そしてマーシャルは10月19日から，イプニング・コースでの経済学の講義を
はじめる。このコースには約40人の聴講生があり，男女比率はほぽ 1: 1であ
った。男性はビジネスマンや労働組合員であった。しかし第 1回目の講義のみ
は一般公開でおこなわれた。
この学年，かれは健康で，新婚生活を楽しむ余裕もあったが，つぎの1878~
79年の学年暦の終る前に，かれの健康は悪化し，かれはカレッジ長の職の辞任
を考えるようになる。これを慰留したのは主にジョウェットであった。 1881年
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の秋，化学の教授W ・ラムゼイがカレッジ長の任務を引継ぐ。
1881年11月に開催された理事会記録は， 「このカレッジの内部史において，
昨年度のもっとも重要な事件はマーシャルの辞任である」 と記している。事
実， 9月に開かれた歓送会は前代未聞の熱狂ぶりであったと新聞が報じた58)。
その後すぐマーシャル夫妻は一年近いイタリア旅行に出かける。その旅行の途
中，パレルモのホテルで，かれが「需要の弾力性」の概念を発見したことは有
名な逸話である。
それより前1879年には，「産業経済学』が出版され， かれの名はよく知られ
るようになった。と同時にその年の夏には，シジウィックの薦めを受けるかた
ちで，外国貿易に関するかれの論稿が印刷され，私的に回覧された。
マーシャルは半クラ、ウン（『産業経済学jの売価）では真理は語れないとし，ぃ
よいよ『経済学原理』の執筆にとりかかるが，それが出版されるのは，さらに
10年後の， 1890年である。
マーシャルがプリストルで担当した講義は， 1877~78年，昼コースの入門講
義，これは週 2回， 1時間づつ 3つの学期を通じて行なわれた。これ以外の昼
コースの講義は，イタリア旅行から戻った1882~83年に上級コースを担当した
のみで，かれは第 2年目以降主として夜間コースを担当した。講義は同じく週
2回，各 1時間づつであった。教科書は，最初の年は，ミルの『経済学原理」
とフォーセット夫人の『初心者のための経済学」で， 2年目 (1878~79年）は，
テーマを貨幣・金融・外国貿易としたため， ジェボンズの「貨幣論』， バジョ
ットの『ロンバード街」などが利用された。 3年目のテーマは，経済進歩と政
府の経済的影響力で，ミルの第4編と 5編が教科書として利用された。 1881~
2年の講義についても「要覧」には印刷されたが，この年かれはイタリアで療
58) Bristol Western Daily Press, Sep. 30, 1881. 歓送会の折り，学生から贈られた感
謝状はマーシャル・ライプラリーに保存されている。マーシャルは席上，辞任の理由
を問われ，その中でブリストルの財政事情に触れ，オックスプリッジは 5,000の学生
を教育するのに授業料以外に4,50万ボンドの収入があるのに，ここでは 500の学生
を教育するのに全部で3,000ボンドの収入しかないことを嘆いている。
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養と研究に専念し59)'1882年の秋にブリストルに戻り，「過去10年の英国経済
史を例証とした価値の理論」を講ずる。この時には「産業経済学」も教科書の
中に加えられた60)0 
さてブリストルでの， マーシャルの言動で女性教育にかかわるエヒ゜ソード
を，ふたつだけ紹介しておく。ひとつは， 1880年12月，カレッジ長としてウェ
ールズおよびモンマスシャーの中等・高等教育委員会で発言したことである。
その中で「〔ユニバーシティ）カレッジは，通常の学令を越えた男女に教養教
育をほどこすために設立された。それは当初から成功裏にすすめられた。事実
それは，現在イングランドで大々的に進展しつつある，両性を一緒にして高等
教育をさずけようとする運動に草分け的道を開いた。それはその実験を大規模
に行なったイングランド最初のカレッジである。そして実験は完全に成功であ
ったと言ってよいであろう」61)と述べている。 ここには女性が高等教育を受け
ることを，積極的に評価するマーシャルの姿勢がうかがえる。
しかし1年のちには， ケンブリッジで，女性のトライボスの公的受験や学
位認定ひいては，女性が男性と同じく大学のメンバーシップを獲得することに
たいし，消極的なというより批判的な手紙を書きおくるようになる。
イタリアから戻ると， マーシャルは改めて経済学教授に任命された。 これ
は，プリストルがベリオールから， 200ボンドは経済学教授に支払われること
を条件に，年間250ポンド (5年間）の援助を新たに得たために可能になったが，
これがジョウェットのボケットから出ていることを， マーシャルは知ってい
た。大学側はこの職を期限なしでマーシャルに託したが，かれは 1年でブリス
トルを去ることになる。
59)この年はオックスフォードのW・C・シジウィックが代講した。
60)各年度の詳しい講義概要は Whitaker,op. cit., Appendix B, pp. 42~47参照。
61) Whitaker, op. cit., p. 6. 
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5. オックスフォードへ
プリストルでのカレッジ長を，マーシャルは 5年にわたって勤めたことにな
る（学年暦でいえば4年）が，その間マーシャルは最低700ポンド以上の所得があ
った。マーシャル夫妻はクリフトンに， 1,200ポンドの家屋を購入， 2人の召
使いを雇い62), 理事会終了後は， 12人位の夕食会を開いたが， それでも年間
200ポンドあれば充分であり，毎年2ヶ月の夏休暇をとることができた。 1881
~2年の約 1年間，かれがカレッジ長の職を辞任し（当然ながら教授職も放棄して
いた），外国で生活したときは300ポンド使っている。
かれらはシチリーに 5ケ月，ヴェニスに 1ヶ月とどまり，その他にナポリ，
カプリ，ローマ，フローレンス， ドイツ・アルプス等をめぐり，ふたたびクリ
フトンの家に戻ってきた。この休暇により，マーシャルの健康はかなり回復し
たようである63)。
そして前節で述べたような条件で， プリストルでの最後の一年をすごす。
1880~ 1年度の終りに一度辞任しているのであるから，今度は単なる教授とし
てであれプリストルにもどるのは不自然であるが，裏ではジョウェットが采配
をふるっていたようである。ジョウェットは，辞任の申し出を，マーシャルか
ら受けた時でも，年俸300ポンドの副カレッジ長という，もっと閑のある職を
つくろうとしたが64), マーシャルの休養にたいする願望の方が強かったようで
ある。 ・
そこで 5年毎に更新・選考が行なわれるオックスフォードの経済学教授の任
62)その 1人セーラーはプリストル，ォックスフォードそしてケンプリッジと，マーシャ
ル夫妻と行動をともにする。彼女のプリストルでの年俸は12ボンドであった。彼女の
生きがいは料理によって，マーシャルの健康を保ち，かれに重要な著作の執筆を可能
にすることであった。
63)以上の記述は MaryPaley Marshall, op. cit., pp. 26, 35, 40, 41による。
64) B・ジョウェットからマーシャルあて1879年10月6日付手紙 Marshall1 (15) 
Marshall Library. 
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期が切れることを知っており，現在の教授が老令であり，対抗馬も評判がきわ
めて悪く，再任される見込みなしと考えたジョウェットは，マーシャルをこの
ポストにつけようとした。しかしきわどいながらこの教授65)は再任された。っ
づいてジョウェットが考えたのは，当時審議中の法令が効力をもてば，ー＿ーそ
れは1882年に出された，前述のオックスブリッジのフェローに妻帯を許す法で
ある一ー，かれらをベリオール・カレッジの名誉フェローとして迎えるという
ものであった。そして結局は，プリストルに新たな基金を提供して，経済学教
授のポストを再設することになり，マーシャルは1882~83年，ブリストルヘ戻
ることになる。
1883年 3月，産業革命の研究者として将来を嘱望されていたアーノルド・
トインビー66)が死去した。かれはベリオールのチューター67)であり，イン
ド省官吏候補者68)向けの講義を担当していた。このような講義を開設したの
もジョウェットであった。ジョウェットは早速， トインビーの後任としてマー
シャルを説得しはじめる69)。マーシャルは 4月にケンプリッジを訪れる。当地
65)オックスフォードのドラモンド記念講座の教授にはボナミィ・プライスが1868年に選
出され， 1873,1878年に再任され， さらに1883年にも76歳で再任された。 1888年には
T・ロジャーズが復婦， 1891年にロジャーズの死後，ェッジワースが選ばれ，ケンプ
リッジのマーシャルと並んで，イギリスの経済学界を指導することになる。
66) Arnold Toynbee (1852~1883), 大著「歴史の研究」の著者アーノルド・ J・トイ
ンビーは，甥にあたる。アーノルド・トインビーは社会改良家としても有名で，世界
最初のセツルメントは，かれの名を記念してトインビー・ホールと名付けられた。
67) 1882年のステータスが出される以前に，結婚していたので，かれはフェローではなか
った。同様にマーシャルもベリオールの正規のフェローにはならなかった。したがっ
てケインズのこのくだリの説明 (op.cit., p. 179) は正しくないとウィクカー (Cf.
Whitaker, op. cit., p. 14 n47) が言っているが， マーシャルは未だプリストルで
教鞭をとっている時に， 3年期限の無報酬フェローに任命されている (A.Kadish, 
op. cit., p. 18 n2) ので， 訂正の要はないと思う。ただし，ケインズの記述は， ト
インビーもフェローであったように読めるが，それは正しくない。
68)全体で20~30人で，独自の 2年コースのカリキュラムが組まれていた。したがって，
かれらはカレッジにも大学にも「所属」していなかった。
69)ジョウェットからマーシャルあて手紙 (1883年3月28日） Marshall 1(18), Marshall 
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でもマーシャルをフェローないし講師として迎える話が持ちあがっていたか
らである。 しかし結局は沢山の指導者がいるケンプリッジ（シジウィック， J. 
N・ケインズ，フォクスウェル，それに経済学教授フォーセット等が経済学を講じていた）
よりも，聴講希望者は多数いながらも指導者の少ないオックスフォードヘ行く
ことに価値を見出した。
ベリオールは1883年4月14日に，マーシャルの招聘を決めた70)。トインビー
バーサー
の後任としてチューターと主任会計官を勤めることになっていた71)。報酬は講
師として 1ターム60ボンド (1年3タームで180ボンド）と聴講料（最初のタームで
26ボンド余）であった。マーシャルのオックスフォードヘの着任は「カレッジの
みならず，大学全体が歓迎する」72)ところとなり， ボナミー・プライスの講義
に飽き足らない多くの学生が，ベリオール・カレッジ以外からも集まった。当
時トリニティ・カレッジ（オックスフォード）に在籍していたL・L・プライス
もその 1人であった。かれの最初の講義のひとつ（「経済理論」）は，午後5時45
分から始められたが，これは大学にひとつの問題を引き起こした。当時オック
スフォードの夕食時間は，カレッジによって 6時， 6時30分， 7時とまちまち
であったが，そのためいくつかのカレッジの所属学生は，マーシャルの講義を
きくことができなくなり，食事時間の統ーが考慮される契機となった73)。「か
れの講義は，ノートを使用せず，またかなり印象的な声と素振りをもって行な
Library. 
70)マーシャルのオックスフォードでの待遇については AlonKadish, op. cit. が詳しい
調査を最近行なっている。
71)マーシャルはセント・ジョーンズ（ケンプリッジ）のフェローであった時，食堂管理
官（スチュワード）を勤めた経験がある。 このように＇各カレッジの日常業務の責任
は，フェローたちが分担し，特別給与を得ることができた。
72) Oxford Magazine, Oct. 17, 1883. 
73) Oxford Magazine, Oct. 24, 1883. ただし MarshallLibraryに保存されている
「要綱」では，いずれの講義も年間を通じて，開始時間は正午となっている。「要綱』
は講義開始よりかなり以前に印刷・配布されるものであり，一方 OxfordMagazine 
の報道はニュース性をもっているので，後者を信頼したい。
66 
A. マーシャルのケンブリッジヘの婦還（橋本） 309 
われたが，その不都合な時間帯にもかかわらず多くのホール〔カレッジ〕から
出席者を得」74)ていた（そのことにより，マーシャルはチューターズ基金より，さらに
1ター ム， 80ボンドを支給された）。 L・L・プライスによれば，聴講生は「毎度，
なにかとくと考えねばならぬものを抱いて教室を出」ることになるほど，講義
は「生き生きしたものであり，驚くほど示唆深いもの」75)であった。
さてその講義の中身であるが， かれは「入門コース」， 「経済理論」および
「上級コース」の 3つを担当した。「一般コース」を紹介すると， これは年間
を通じて，火曜日と土曜日に 1時間づつ講じられた。ミクルマス・タームでは
「生産，地代および価値」が取りあげられた。「文明のそれぞれの段階におけ
るビジネスの性格，経済科学の目的，諸定義。生産の諸方法，産業組織。各国
および各生産分野における収穫逓減法則，生存手段にたいする人口の圧迫。財
産権，慣習と契約，社会主義，土地貸借，地代。需要と供給，価値」といった
タイトルが並べられている。第 2学期は「分配，貨幣および外国貿易」という
総合タイトルのもと，「賃金，事業稼得，利子を決定する諸原因， 価値との関
連での地代。独占，諸結託，雇用契約時の労働者の位置， 労働組合， 協同組
合。貨幣，価値の基準，複本位制，信用組織，商業変動，過剰生産。外国貿易
理論の諸要素」が講義テーマにとりあげられている。第 3学期は「経済進歩と
政府の諸機能」と題され，「進歩の性質。近代の市場， 株式市場， 取引上の結
託，買占め等々。地代，稼得および利子にたいする進歩の影密，価値の長期的
変動。課税の原理，諸税および地方税の直接的，間接的影響。公債，イングラ
ンドおよびインドの社会のいくつかの階級に与える課税の影響。個人的利益と
公共福祉，倫理的原則の経済事象への適用，事業にたいする政府行動の領域，
74) Oxford Magazine, Nov. 28, 1883. この新聞をウイタカーは Nov.28, 1884として
引用 (Whitaker,op. cit., p. 48)し，「マーシャルがケンプリッジの教授に選出され
た直後」としているが，次節で紹介するように，マーシャルの選出がきまるのは12月
であり，他方この新聞は1884年後半には廃刊になっている。
75) A. Kadish, op. cit., p. 16. 
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保護と自由貿易。土地と国家との関係，公的・私的貧民救済，経済学と倫理学
との関係」が具体的テーマとして列挙されている。ここには，マーシャルが，
全四巻の大著でとりあげようとした主要テー‘マが網羅されているといっても過
言ではないだろう。
マーシャルは1883~84年の一年間の講義は無事に勤め終えたようであるが，
次の学年は，ミクルマス学期の講義しか担当できず，オックスフォードの地を
去ることになる。マーシャルが，オックスフォードで担当した講義の受講生の
数は，プリストルよりも，また後のケンプリッジにおけるよりも多かった。そ
れだけに一層，ケンプリッジでの経済学トライポスの創設に，かれが精力をさ
くことになる。
かれと妻メアリー・ペーリーの，オックスフォード生活は，ベリオールに有
能な人びとが集まり，一方マーシャルとカレッジ長ジョウェットの親密な交際
もあり，非常に楽しいものであった。ジョウェットとニュー・カレッジのヘン
リー・スミス（かれもまたプリスト｛レの理事であり，ブリストル以来の交際があった）
とマーシャルは，ブリストルでの理事会のあと，マーシャル邸で真夜中すぎま
で話し込むほどであったが，夫妻がオックスフォードにきたときは，そのスミ
スは故人になっていた。
しかしかれらは，ジョウェット邸で，「ノアの箱舟」 と呼ばれる， ジョウェ
ット好みの人びと1sicと動物〕を集めた夕食会に，学期中はほとんど毎週末に
顔を出していた。かれらはすっかり，オックスフォードの生活に溶け込み，将
来ともそこで生活する気になりかけていた。
6. ケンプリッジヘの帰還
1884年11月6日， トリニティ・カレッジ（ケンプリッジ）のフェローであり，
76)そんな中にはゴッシェン夫妻やA・シジウィック，タイの王子，オーストラリアの首
相，有名な小説家を孫にもつことになる生物学者ハクスリー夫妻，フォーセット夫人
の兄で後の首相となるバルフォワなどがいた。
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同時に郵政大臣 HerMajesty's Postmaster Generalであったヘンリー・
フォーセット HenryFawcettが， 51歳で死去した。
フォーセットはケンプリッジ大学経済学教授 Professorof Political Eco-
nomyであったので，当時の慣行により，翌日付けで学長.Vice Chancellor 
は，•この席が空席となったことを，パプリック・スクール各校のドアに掲示し
た77)0 
つづいて， 11月15日付けで，新教授選考のための会合が開かれるので， 12月
6日までに候補者は書類を学長あてに提出するよう告示された。
ケンプリッジの各教授職に欠員が生じたばあいの，教授選衡委員は，各学年
暦のはじめ (10月）に，一括して公表され，ふつうは各委員の任期終了時に適宜
更迭されることになっている。経済学教授のように，比較的新しく大学の資金
で制定された教授職78)の選衡委員79)は普通8名で， 2名は常任評議員会から指
名され， 3名は総合学術委員会から，のこりの 3名は個別学科委員会から指名
77) Cambridge University Reporter, No. 556, 1884, p. 146. 
78) 1884年12月151:l(月）付けの「タイムズ」紙は，ケンプリッジ12月13R発として，っ
ぎのようにマーシャルの教授就任を報じている。
「経済学の教授職は，最初1863年に，大学によって創設された。しかし1816年にま
で潮って，大学の認可のもと， トリニティ・カレッジのフェロー，文学縛士ジオージ
・プライム (GeorgePryme)氏がこの学科に関する講義をおこない，多くの出席を
得ていた。そして1828年には，大学はプライム氏に教授の称号を授与して，かれの功
労を認知した。 プライム教授は講義をつづけ， 経済学の試験を， 無報酬でおこなっ
た。さらに不可解fこが，主に故ウィーウェル博士の尽力によって道徳科学のトライボ
スが創立されたにもかかわらず，大学評議員たちによる，経済学の講座の認可は，プ
ライム教授が引退した1863年までおこなわれなかった。教授職の創設は評議会で反対
をうけたが， 98対40で通過した。教授の選考は選考委員会のメンバーに与えられた。
4人の候補者，すなわちH・フォーセット氏， J. B・メイヤー師， H・D・マクラ
ウド氏およびレオナード・コートニィ氏であった。選考結果はフォーセット氏90票，
メイヤー師80票，コートニィ氏19票，マクラウド氏13票であった。……」
つづいて同紙は今回の選考に触れ，マーシャルの経歴を紹介している。以上の記述
からも判明するように，大学（教授職は個人，団体の基金寄贈による創設も珍しくな
かった）による経済学教授職の公式の創設を1863年とするなら，マーシャルはケンプ
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された。実際の選考には，これに学長が加わった。経済学は当時，道徳科学科
が管理する科目であったが， 1名は外部から招かれるのが慣行であった。当時
オックスフォードから指名を受けていた委員はアルフレッド・マーシャルであ
った80)。マーシャルは候補者となったので，当然ながら実際の選考は，学長を加
わえた 8名で， 12月13日におこなわれ，即日マーシャルの教授就任とセント・
ジョーンズ・カレッジヘの所属が発表された81)。年俸は700ポンドであった82)。
翌年初頭の ReP9rter には，経済学教授マーシャルがレ・ント・ターム (1月
~3月）の間， 金曜・土曜日に，チェスタートン・ロードの自宅で，非公式な
指導を行なう旨の通知がでている。「教授は， とりわけこの科目を， 受験のた
めに勉強しようとする学生に会うことを望んでいる」83)という希望は，一週間後
の『レボーター』84)で， "whoare intending"は， "whoare not intending" 
リッジで二代目の教授ということになる。経済学を大学の講義として講じた（各カレ
ッジでのみ経済学を講じたレクチュアラーをふくめれば，マーシャル自身，結婚によ
ってケンプリッジを去るまでの資格は，道徳学講師 (inter-collegiatelecturer) と
して経済学を指導していた）教授としては三代目ということになる。
ただしプライムもまた1828年(5月21日）には経済学教授の称号(tituloProfessoris 
ニスクブリシュ
EconomiぉPoliticぉ）を得ていたが公認されたものではなかった。
(J. W. Clark(ed.), Endowments of the University of Cambridge, Cambridge 
(University Press), 1904, pp. 225~6). 
79)選考委員にはフォクスウェル，シジウィック， J・スチュワート等マーシャルの旧来
の知人・弟子たちが名を連らねていた。
80)かれの任期は， 1886年2月20日までだったので，かれは教授に選出されたのちも選考
委員の資格を有していた。 Cf.Reporter, No. 550 (Oct. 14, 1884), p. 36. かれの後
任にはG・J・ゴッシェン（オックスフォード）が選出された。
81) Reporter, No. 562, 1884, p. 266. 
82) Reporter, No. 557, 1884, p. 166. ちなみにこの講座創設時においては年収300ボン
ドであった。フォーセットはそれ以外にカレッジ・フェローとして 250ボンドを得て
いた。 WinifredHolt, A Bacon for the EJ!ind, being a life of Henry Fawcett, 
London (Constable & Campany Ltd), 1915, p. 107. 
83) Reporter, No. 566, 1885, p. 321. 
84) Reporter, No. 568, 1885, p. 365. 一号分とぶのは， No.567が恒例の講師リストー
欄のための号であったからである。
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の誤植であったことが告げられる。マーシャルの新しい意気込みが，異例の内
容であったため，印刷段階で notの語が誤まって消却されたのであろう。
かくしてマーシャルは， 1884年の12月半ばに，ケンプリッジ大学の教授就任
がきまり，翌 1月 8日付けの告示では，かれのケンプリッジでの住所も決まっ
ていることが分かる。同じ告示では，教授就任講義が2月24日に行なわれるこ
と，正式の講義は次のイースター・タームから始まることも示されている。就
任講演85)は全国的な反響を呼び，小冊子として販布されたが，多くの新聞・雑
誌が書評欄にとりあげた86)。
1884年12月13日に，マーシャルがケンプリッジの教授に選出されたことは，
翌日にはジョウェット夫妻の耳に入った。マーシャル夫人とも親しかったジョ
ウェットは， 12月14日付けの夫人あての手紙の中で，「私はあなた同様（マーシ
ャルの教授就任を・・・橋本）嬉しく思いますが， あなたがオックスフォードを去ら
れるのを残念に思っています。……あなた方は，ご自分の専攻分野を，人間の
知識の中で， もっとも興味深い科目， そして， もっとも実践的重要性をもっ
た科目と思っておられ，またそれを教える最善の機会をお持ちになることと思
います。私はかれにひとつの忠告をさしあげたいと思っています。私はそれを
なしうる柄ではないし，かれがまともに受けとってくれるとも予想していませ
んが。その忠告とは，かれの大作 opusmagnumに，数学式や記号をあまり
盛り込まないでいただきたいというものです。あるいはこの種の学科におい
て，これらのものが発見の真の手段たりうると考えないでいただきたいので
す（数学者としてのかれの考えで， それがいかに自然であるとしてもです）。私はそれ
らが付論に回されるであろうということをきいて大変喜こんでいます」87)と惜
85) The Present Position of Economics, in Memorials of Alfred Marshall. 
86) 「アカデミー 」 3月28日号 (1885)は，マーシャルと前任者を比較し，フォーセット
は政治家としての行動と特異な環境〔フォーセットは教授に選出される以前に，父の
猟銃の弾をうけ盲目になつていた〕で記憶されるだろうが，マーシャルは新しい学派
の頭領であることをみずから宣言したと報じている。
87) Marshall 1(125), Marshall Library. 
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別の情とともに，マーシャルが取りくんでいる『経済学原理」について，友人
としての忠告を与えている。
ジョウェットは， 12月25日にも，オックスフォードのマーシャルに直接手紙
を書いているので88), オックスフォードの秋学期（ミクルマス・ターム）終了後
も，マーシャルがオックスフォードにとどまっていたのは確かである5マーシ
ャル夫人は， 1885年 1月にケンプリッジヘ戻ったと述べている89)0 
かれらは1884~5学年暦の途中でケンブリッジに戻ってきたので，第 2学期
（レント・ターム）は正規の講義をもたず90), 第 3学期（イースター・ターム）から
講義をはじめる。講義録一欄は各コースとも前年9月に一括して「レポータ
ー」に掲載されるが，追加講義はその都度，同じ広報誌に発表されることにな
っている。 4月21日発行の『レボーター」には，次のような文章が載せられて
いる。
「経済学教授は，富の分配，とりわけ現在の英国において異なる階級の所得
を決定する諸原因，および現存の不平等がどの程度まで避け難いものであるか
についての考察に注意を払いつつ，というテーマで講義を行なう予定である。
このコースは将来経済問題にかかわりをもつことが予想されるが，ケンプリッ
ジ滞在中はそれらの問題に十分な時間を払い得ない者の希望に沿うよう組みた
てられるだろう。講義は水曜および金曜日の正午からリテラリー・スクールの
建物で， 4月24日より始められる。
教授は月曜日に同じ場所，所において， 4月27日より，富の分配論における
88)以上2通の手紙および後に引用するジョウェットのマーシャル夫妻あて書簡は，
Evelyn Abbot & Lewis Campbell, Letters of Beniamin Jowett, London (John 
. Murray), 1899, pp. 215~218に採録されている。
89) Mary Paley Mai::shall, op. cit., p. 42. 
90)この学期は，フォックスウェルが，入門経済学を， J. N・ケインズが上級経済学を
担当し七いる。フォックスウェルは間もなくロンドン大学の教授になり，ケインズに
もオックスフォードの教授の口がかかる。ケインズは1884~85年度の残る 2つのター
ム，マーシャルに代ってオックスフォードの講義を代講する。
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若干の問題点と題するコースを開く。このコースに関連した問題用紙が用意さ
れる。
教授はチェスタートン・ロード17番地に，月曜と水曜の 4時30分より午後 7
時まで，開講期間中在宅し，面談を希望するすべての大学メンバーに非公式の
指導と助言を与える 91)。」
教授就任後の最初の掲示においても，かれは， トライボスの経済学を受験し
ない者を歓迎すると述べ，この告示においても，経済学を本格的に勉強しょう
としない者も，聴講しやすいような便宜をはかっているのが印象的である。か
れは，ケンブリッジでは経済学研究が未だ十分な市民権を得ていないことを，
よく知っていたのである。
かれは一方で『経済学原理』の刊行というやっかいな仕事92)をかかえ込みな
がら，他方でケンブリッジにおける経済学の位置を高める仕事に精力をふりそ
そぐことになるが，それはまず経済学にかかわる懸賞論文の制定というかたち
で具体化する。それらについては稿を改めて考察する。
91) Reporter, No. 582 (Apr. 21, 1885), p. 601. 
92) 1885年の夏，マーシャルはイングランド北部の湖水地帯で，長期休暇をすごすが，「原
理」は，ここで「最終的形態」をとりはじめた。 Cf.Keynes, op. cit., p. 202. 
73 
